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１ はじめに 

 申請者らはロボット技術と制御技術を応用

した上肢リハビリテーションロボットＳＥＭ

ＵＬ（図１）を開発し，各種訓練プログラムに

よる上肢機能評価手法を開発してきた．さらに

各種リハビリゲームによって楽しいリハビリ

を目指してきた．訓練効果が患者にわかりやす

いことが患者のアドヒアランス（治療の意味を

理解し，進んで参加すること）を高め，効果的

なリハビリを実現する．これまでのリハビリロ

ボットの評価結果は，リハビリ専門化にしかわ

からない難解なものであった．そこで新規に開

発する評価ソフトウェアでは，ゲーム感覚で楽

しいリハビリテーションを実現し，さらに訓練

効果を患者にわかりやすい形で情報提示する

ことを目指した． 

 

図1 SEMUL 

 

２ 上肢リハビリテーションロボットおよ
び訓練ソフトウェア 
２－１ 上肢リハロボットSEMUL 
 訓練者は椅子に座った状態でロボットアー

ム先端（ハンドル部）をつかみ，ディスプレイ

に表示された仮想平面の中で訓練やゲームな

どを行う．SEMUL は力覚提示装置であり，物を

押す感覚や速度に比例する抵抗感覚などを提

示できる． 
 
２－２ 訓練ソフトウェアＷＩＰＥ 
 上肢麻痺に対し，適応学習や代償的な動作獲

得のための課題指向型訓練とならび，日常生活

活動（ADL）の拡大を目標とした課題特異型訓

練が推奨されている．そこで課題特異型訓練の

一例として雑巾がけをテーマとしたソフトウ

ェア WIPE を開発した．図２は WIPE の訓練画面

を示す．訓練画面にはあらかじめプログラムで

設定された位置に汚れ（Dirt）が表示される．

使用者は SEMUL を操作し，この汚れをこするこ

とで取り除く．この訓練は，テーブル上の全 16

か所に番号順に出現する汚れをふき取る課題

である． 

 
図2 WIPE 

 WIPE ソフトの訓練対象者を広げるため 5 段

階の Game level を設定した．これらの訓練レ

ベルは患者の回復度に合わせた汚れの位置と

抵抗力の調整であるが，それ自体が患者の上肢

機能の回復度を表す指標になるものと考えた．

詳細は業績[3]を参照． 
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３ 臨床評価 
３－１ 方法 
 脳卒中片麻痺患者４名（73±7 才）を選出し

た．方法は ABA デザインを用いて, SEMUL 介入

Ⅰ期を A 期, 非介入期を B 期, SEMUL 介入Ⅱ期

をA´期とし各期, 1週間の計21日間とした. A

期, A´期は SEMUL を用いた訓練を 20 分, B 期

は, SEMUL に代わる上肢リーチ動作や物品操作

訓練を 20 分実施した．実験は大分岡病院倫理

審査委員会の承認を得て実施した． 

 
３－２ 結果 
 全4名の被験者の初日と最終日の訓練結果を表1に示

す． 

表 1  結果 

 Subject A B C D 

BRS of upper limb Ⅳ-Ⅳ Ⅴ-Ⅴ Ⅳ-Ⅴ Ⅴ-Ⅴ

BRS of hand-finger Ⅳ- Ⅳ Ⅵ-Ⅵ Ⅱ-Ⅲ Ⅴ-Ⅴ

FMA 50-50 59-62 22-39 54-57

STEF 5-8 62-73 0-6 27-38

MAL（AOU） 22-22 43-43 0-9 42-42

MAL（QOM） 17-19 37-42 0-9 40-46

Game level 3-5 4-5 2-3 3-5 

 
３－３ 考察 
 Game levelと上肢機能評価の関係を調べるためスピア

マンの順位相関係数を使った．結果として，GAME  level
とFMAおよび STEFに正の相関(相関係数0.7以上)が
見られた．GAME  levelが上肢の随意性・筋力・協調性

の指標となりうることが示された． 
 
４. おわりに 
 本研究では，上肢リハビリテーションにおける評価結

果を患者に理解しやすいように提示し，訓練に対するア

ドヒアランスを高めることを目的に実施した．上肢運動

訓練・評価システムSEMULにおける課題特異型訓練の

一例として雑巾がけをテーマとしたソフトウェアWIPE
を開発した．また， WIPEソフトの訓練対象者を広げる

ためで5段階のGame levelを設定した．このGame level
を，それ自体が患者の上肢機能の回復度を表す指標にな

るものと考え，臨床評価によってリハビリテーションの

現場で用いられる上肢機能評価との関係性を調査した．

スピアマンの順位相関係数を使った解析により，Game 

levelが上肢機能評価のFMA，STEFと関係性があるこ

とを示した． 
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